
２．病院 

・Ｈ27年度：回答数５ヶ所／対象数５ヶ所 回答率 100.0％ 

 ・Ｒ元年度：回答数４ヶ所／対象数４ヶ所 回答率 100.0％ 

 ・Ｒ５年度：回答数４ヶ所／対象数４ヶ所 回答率 100.0％ 

 
（１）病床数 

 Ｒ元年度より病床数に変化は見られない。 

 
 

（２）併設施設・併設事業所 

 Ｒ元年度より併設施設・事業所の併設有無の件数に変化は見られないが、「訪問リハ」は増加してい

る。 

 

  

2件,  40.0%

2件,  50.0%

2件,  50.0%

3件,  60.0%

2件, 50.0%

2件,  50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年度(n=5)

R元年度(n=4)

R５年度(n=4)

１．病床数

20～99床 100～299床

3件,  60.0%

1件,  25.0%

1件,  25.0%

2件,  40.0%

3件,  75.0%

3件,  75.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年度(n=5)

R元年度(n=4)

R５年度(n=4)

２-1．併設施設・併設事業所の有無

併設あり 併設なし
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２-2．併設施設・併設事業所の種類＜複数回答＞

H27年度(3件) R元年度(1件) R５年度(1件)

(件)



（３）地域医療連携室等の設置 

 Ｒ元年度より４病院の全てが地域医療連携室等を設置している。 

 
 

（４）退院調整（支援）担当者の職種（専任）(事業所数は n=４) 

 看護師が増加し、ソーシャルワーカーが減少している。 

 
 

（５）病棟内の退院調整（支援）の担当者の有無 

 Ｒ元年度より、病棟内で退院調整担当者が「いる」と回答した割合は増加している。 

 

  

4件
80.0%

4件
100%

4件
100%

1件
20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年度(n=5)

R元年度(n=4)

R５年度(n=4)

３．地域医療連携室等（退院調整（支援）の窓口となる部署）の設置

設置していない 設置している 設置していないが担当者がいる

3人
30.0%

5人
41.7%

6人
75.0%

5人

50.0%

5人

41.7%

2人

25.0%

2人
20.0%

2人

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年度

（10人）

R元年度

（12人）

R５年度

（8人）

４．退院調整(支援)担当者の職種(専任)

医師 看護師 保健師

ソーシャルワーカー 介護支援専門員 医療事務

その他

2件
40.0%

3件
75.0%

2件
50.0%

3件
60.0%

1件
25.0%

2件
50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年度(n=5)

R元年度(n=4)

R５年度(n=4)

５．病棟内の退院調整（支援）担当者の有無

いない いる

担当者の職種：看護師

調整内容：地域医療連携室（担当者）に繋ぐ、病棟

内においても担当看護師独自で調整している症例もあ

る。

担当者の職種：看護師

調整内容：地域医療連携室（担当者）に繋ぐ

担当者の職種：看護師 2件,その他 1件

調整内容：地域医療連携室（担当者）に繋ぐ、病棟看護

師が退院支援を行うケースもあり



（６）在宅医療に対するイメージ  

 「１．病棟医師の在宅移行への意識は高まっている」では、「そう思う」「少しそう思う」と回答し

た割合が 100%となっている。一方、「６．医療依存度が高い患者の在宅は困難」「８．在宅で緩和ケア

や看取りの対応は困難」では、「そう思う」「少しそう思う」と回答した割合が５割を占めている。 

 「３．退院支援を必要な患者が、退院支援がもれている事例がある」について、「あまり思わない」

「思わない」と回答した割合が年々増加し、100%となっている。 

  



（７）この１年間の在宅移行が困難ケースの要因 

 「３．訪問看護が確保できなかった」「４．在宅介護サービスを十分そろえられなかった」について

「ない」と回答した割合は 100%となっている。 

「１．本人は在宅を望んだが、家族が望んでいなかった」では、「よくある」「時々ある」 

と回答した割合が減少している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1, 25.0%

4, 80.0%

3, 75.0%

3, 75.0%

3, 60.0%

3, 75.0%

4, 100.0%

3, 60.0%

4, 100.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

4, 100.0%

3, 75.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

4, 100.0%

3, 60.0%

4, 100.0%

3, 75.0%

2, 40.0%

1, 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．本人は在宅を望んだが、家族が望んでいなかった H27年度

R元年度

R５年度

2．訪問診療してくれる医師が見つからなかった H27年度

R元年度

R５年度

3．訪問看護が確保できなかった H27年度

R元年度

R５年度

4．在宅介護サービスを十分そろえられなかった H27年度

R元年度

R５年度

5．住環境が整わなかった（例：バリアフリー化が困難） H27年度

R元年度

R５年度

７．この１年間の在宅移行困難ケースの要因

（H27年度 n=5, R元年度 n=4, R5年度 n=4）

ない 時々ある よくある



（８）同一法人以外で専門的な相談ができる機関数 

「３．訪問看護ステーション(看護師)」「７．居宅介護支援事業所」「８．地域包括支援センター」

「９．介護老人保健施設」「10．特別養護老人ホーム」について、全ての病院が 1か所以上相談できる

と回答している。一方、「３．歯科診療所(歯科医師)」は半数が「０か所」と回答している。 

  

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

1, 20.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

3, 75.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

4, 80.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

3, 75.0%

1, 20.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

4, 80.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．診療所（医師） H27年度

R元年度

R５年度

2．病院（医師） H27年度

R元年度

R５年度

3．歯科診療所（歯科医師） H27年度

R元年度

R５年度

4．薬局（薬剤師） H27年度

R元年度

R５年度

5．訪問看護ステーション（看護師） H27年度

R元年度

R５年度

6．医療機関（看護師） H27年度

R元年度

R５年度

7．居宅介護支援事業所 H27年度

R元年度

R５年度

8．地域包括支援センター H27年度

R元年度

R５年度

9．介護老人保健施設 H27年度

R元年度

R５年度

10．特別養護老人ホーム H27年度

R元年度

R５年度

11．グループホーム H27年度

R元年度

R５年度

８．同一法人以外で専門的な相談ができる機関数

（H27年度 n=5, R元年度 n=4, R５年度 n=4）

０か所 １か所 ２か所 ３～４か所 ５か所以上 無回答



（９）在宅医療を実施するにあたっての連携機関数 

 「４．訪問看護ステーション」「５．居宅介護支援事業所」「６．地域包括支援センター」では、全

ての病院が「２ヶ所以上」連携していると回答している。一方、「３．歯科診療所」は、半数が「０か

所」と回答している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2, 40.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

1, 20.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

4, 100.0%

2, 50.0%

5, 100.0%

3, 75.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

5, 100.0%

4, 100.0%

4, 100.0%

5, 100.0%

4, 100.0%

4, 100.0%

5, 100.0%

4, 100.0%

4, 100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．病院 H27年度

R元年度

R５年度

2．診療所 H27年度

R元年度

R５年度

3．歯科診療所 H27年度

R元年度

R５年度

4．訪問看護ステーション H27年度

R元年度

R５年度

5．居宅介護支援事業所 H27年度

R元年度

R５年度

6．地域包括支援センター H27年度

R元年度

R５年度

９．在宅医療を実施するにあたっての連携機関数

（H27年度 n=5, R元年度 n=4, R５年度 n=4）

０か所 １か所 ２か所以上



（10）連携強化に際し困難さを感じる機関 

 「１．診療所(医師)」「２．病院(医師)」では、連携強化の困難さを「とても感じる」「感じる」と

回答した割合は半数を占めているが、その割合は年々減少している。 

 
  

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

3, 75.0%

1, 25.0%

5, 100.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

1, 20.0%

2, 50.0%

3, 75.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

3, 75.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

1, 20.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

4, 100%

1, 25.0%

1, 20.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．診療所（医師） H27年度

R元年度

R５年度

2．病院（医師） H27年度

R元年度

R５年度

3．歯科診療所（歯科医師） H27年度

R元年度

R５年度

4．薬局（薬剤師） H27年度

R元年度

R５年度

5．訪問看護ステーション（看護師） H27年度

R元年度

R５年度

6．医療機関（看護師） H27年度

R元年度

R５年度

7．居宅介護支援事業所 H27年度

R元年度

R５年度

8．地域包括支援センター H27年度

R元年度

R５年度

9．介護老人保健施設 H27年度

R元年度

R５年度

10．特別養護老人ホーム H27年度

R元年度

R５年度

11．グループホーム H27年度

R元年度

R５年度

１０．連携強化に際し困難さを感じる機関

（H27年度 n=5, R元年度 n=4, R５年度 n=4）

とても感じる 感じる あまり感じない 感じない



（11）在宅医療充実のために必要と感じる項目 

在宅医療の充実のために「11．介護福祉サービスの充実」「12．入院患者が円滑に在宅移行できるよ

うな病院の取組」「13．多職種との情報交換・顔合わせができる場」が必要であると全ての病院が感じ

ている。一方、それ以外の項目については「あまり感じない」と回答した割合が増加している。 

  

2, 40.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

4, 80.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

5, 100.0%

3, 75.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

3, 75.0%

2, 50.0%

4, 80.0%

3, 75.0%

3, 75.0%

2, 40.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

4, 80.0%

1, 25.0%

4, 80.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 40.0%

3, 75.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

3, 75.0%

2, 50.0%

2, 40.0%

3, 75.0%

2, 50.0%

5, 100.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

3, 60.0%

2, 50.0%

2, 50.0%

4, 80.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

3, 60.0%

3, 75.0%

2, 50.0%

1, 20.0%

4, 100.0%

3, 75.0%

1, 20.0%

3, 75.0%

3, 75.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

2, 50.0%

1, 25.0%

3, 75.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 25.0%

1, 20.0%

1, 25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．地域の医師の在宅医療に対する理解の向上 H27年度

R元年度

R５年度

2．在宅医療従事者の人材育成システム H27年度

R元年度

R５年度

3．24時間体制に協力可能な医師の存在 H27年度

R元年度

R５年度

4．在宅医のための研修システム H27年度

R元年度

R５年度

5．在宅の診療が可能な歯科医師の存在 H27年度

R元年度

R５年度

6．24時間体制の麻薬処方ができる薬局の存在 H27年度

R元年度

R５年度

7．24時間体制の訪問看護ステーションの存在 H27年度

R元年度

R５年度

8．緊急時の入院・入所等の H27年度

受け入れのための病床確保 R元年度

R５年度

9．在宅医療に関する住民への啓発 H27年度

R元年度

R５年度

10．在宅医療に関する地域の民生委員等への H27年度

啓発 R元年度

R５年度

11．介護福祉サービスの充実 H27年度

R元年度

R５年度

12．入院患者が円滑に在宅移行できるような H27年度

病院の取組 R元年度

R５年度

13．多職種との情報交換・顔合わせができる場 H27年度

R元年度

R５年度

14．在宅療養の相談拠点 H27年度

R元年度

R５年度

１１．在宅医療充実のために必要と感じる項目

（H27年度 n=5, R元年度 n=4, R５年度 n=4）

とても感じる 感じる あまり感じない 感じない



（12）連携のためのツールの活用状況 

 「1.南和地域における入退院調整マニュアル」「２．南和地域で活動する医療・介護等従事者のため

の医療と介護の情報マップ」「４.栄養サマリー」は、連携のためのツールを「知っており活用してい

る」と回答した割合が半数以上となっている。 

 一方、「３.くすりの困りごと相談シート」「４.栄養サマリー」「５．食形態一覧表」について「知ら

ない」と回答した割合は 1件(25.0%)で、Ｒ元年度より増加している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（13）在宅医療に関する意識(主観) 

 全ての病院が「１．他関係機関との連絡がしやすくなった」と感じている。「１．他関係機関との連

携がしやすくなった」「３．貴院の在宅医療への関心が高まった」「５．市町村担当課との連絡がしや

すくなった」について、「とても感じる」「感じる」と回答した割合は増加している。 

 「２．在宅医療体制は整った」「４．関係機関全体の在宅医療への関心が高まった」「５．市町村担

当課との連絡がしやすくなった」について、半数が「あまり感じない」と回答している。 

 

 

 


